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本本冊冊子子発発刊刊ににああたたっってて  
 静岡大学防災総合センターでは、静岡県と共同して「災害科学的基礎を持った防災実務者の養
成」（ふじのくに防災フェロー養成講座）事業を 2010（平成 22）年度から実施しており、今期
2024 年度修了生 1 名を含め、これまでに 112 名に「静岡県ふじのくに防災フェロー」の称号（県
知事認証）が授与されています。 

本冊子は、2025（令和 7）年 3 月に下記概要で実施した 2024 年度シンポジウムの内容を取
りまとめたものです。 
 

22002244 年年度度  シシンンポポジジウウムム概概要要  
●主催 

静岡大学防災総合センター・静岡県 
 
●目的 

 静岡大学および静岡県が共同して実施している「ふじのくに防災フェロー養成講座」の今年
度修了生への称号を授与し、講座や受講生・修了生の近況についての情報交換を行います。 

 
●日時・場所 

2025（令和 7）年 3 月 8 日(土) 14:00～15:10 ・Zoom によるオンライン開催 
 
●内容 

本講座の最近の概況 
牛山素行（静岡大学防災総合センター副センター長・教授，講座運営主幹） 

2024 年度修了生活動報告 
金瀬栄義（独立行政法人中小企業基盤整備機構北陸本部・第 13 期生） 

修了生活動報告「2024 年の主な活動」 
鈴木和生（鈴与商事株式会社 安全品質統括部・第 12 期修了生）  

※登壇者の所属等は実施当時のものです。 
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ふふじじののくくにに防防災災フフェェロローー養養成成講講座座  最最近近のの概概況況  

静静岡岡大大学学防防災災総総合合セセンンタターー副副セセンンタターー長長  教教授授・・講講座座運運営営主主幹幹  牛牛山山素素行行  

 
 それでは始めさせていただきます。例年使っ
ているスライドを用いた内容となっておりま
すので、簡潔に進めたいと思います。 

 
 最初のスライドは本講座の目的。こちらは変
更点はございませんので、省略させていただき
ます。 

 
 以下、今年度から来年度にかけての変更点に
関して主にご紹介しておきたいと思います。 

 本講座の応募資格として、行政機関、指定公
共機関、指定地方公共機関や学校において防災
に関わる業務に従事している方、こちらがメイ
ンのターゲットということになりますね。 
 その他、静岡県の行政職員防災研修あるいは
内閣府防災スペシャリスト養成研修を受講さ
れた方というのもターゲットの 1 つとなって
いるところでございます。 
 昨年度までと変わりましたのは、この静岡県
行政職員防災研修と内閣府防災スペシャリス
ト養成研修の受講者の受講した期間を明確に
しました。 
 以前は、単に受講した方を対象としていたの
ですが、本講座というのは現職で防災行政に関
わっている方を応援したいという趣旨で行っ
ていることもありますので、直近 2 年度以内
ということですね、令和 5 年度または令和 6
年度にこれらの研修を受講された方というの
を応募資格とすると。 
 ここを明記したというのが、今年度に応募資
格に関して表現が変わったところでございま
す。 

 
 選考過程については従来通りでございます。
1 月の中旬から下旬にかけて出願を受け付け
て、2 月に面接を行って、結果を出す。 
 日程は例年通りの日程で選考を実施致しま
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した。 

 
 受講料についても特に変更点はございませ
ん。120,000 円でございますけれども、静岡
県の職員および静岡県内の市町職員について
は免除としているところです。 

 
 それから、先程も言いました内閣府防災スペ
シャリスト養成研修、それから静岡県行政職員
防災研修。 
 これらを受講して、受講を証明できるという
方については、本講座の講義・実習 1 科目分
の履修を免除するということ、それから応募時
に一次選考、書類選考を免除して、応募されれ
ば二次選考の面接を実施するという対応を取
っております。 
 こちらについても、先程の応募資格のところ
と同様に直近 2 年度以内にこれらの研修を受
けた方、ということに変更したということにご
ざいます。 

 
 講座の概要と致しましては、講義・実習科目
を 10 科目以上履修する。それから、修了研修
を行うと。 
 基本は 1 年以内ということですけれども、2
年度に延長可ということで、今年度特に変更は
ございません。 

 
 講義・実習科目につきましてですけれども、
2025 年度から 1 科目減りまして、25 科目だ
ったものが 24 科目になっております。そんな
に大きな変更点ではございません 
 ここ何年か、科目数は変わらなかったのです
けれども、これまでも 1 科目増えたり減った
りということは行ってきましたので、大きな変
更点はないと言ってよろしいかと思います。 
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 修了研修についても、今年度、特別に変更点
はございません。 

 
 それから、今年の修了研修の情報をいただい
ておりますけれども、1 名の方が修了されてい
ったということでございます。 

 
 修了の認定状況に関してですけれども、
2017 年の第七期受入の頃から概ね数人程度
の受け入れということで推移してございます。 
 ここ 2 年間に関しては、昨年度 2024 年か
ら受講された方が 4 人いらっしゃった訳です
けれども、昨年受講を開始された方でこの 3
月に修了という方はいらっしゃいませんで、引

き続き頑張って受講されているということで
ございます。 
 来年度 2025 年度の受講生につきましては、
今回は 4 人の方の応募がありました。昨年は 6
人応募で 4 人受け入れだった訳でございます
けれども、今年は 4 人の方の応募がありまし
て、3 人の方を受け入れることになりました。 
 ここ数年、大体同じ位の人数で応募、受け入
れの状況が推移していると考えているところ
でございます。 
 今年度末、来年度が始まった時点で起算致し
ますと全部で 152 人の方が受講されて、その
内 112 人の方が修了されています。現在 7 人
の方が受講という状況でございます。 

 
 受講者の所属です。人数がそんなに増えてお
りませんので、比率の関係もそれほど大きく変
わっておりません。 
 受講者合計が 152 人。受講当時のご所属で
分類しておりますけれども、大体 6 割が行政
機関および学校関係者の方。 
 企業関係が46人ということでございますけ
れども、その内 16 人は指定公共機関、指定地
方公共機関の方ですので、行政機関等に準ずる
ところから受講をいただいているという状況
でございます。 
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 こちらは行政機関の受講者のご所属を概要
として示したものでございます。 
 元々広い範囲から応募がありましたけれど
も、コロナ以降オンラインに完全移行したとい
うこともございまして、引き続きかなり広い範
囲から受講いただいているところでございま
す。 
 今年も県外から応募をいただいて、受け入れ
をするということになった状況でございます。 

 
 静岡県の行政職員防災研修というものがご
ざいまして、こちらは 2019 年度より当セン
ターと静岡県の共同で開始して、継続的に実施
をしております。 
 カリキュラムとしては内閣府の防災スペシ
ャリスト養成研修の地域研修に準じたもので、
内閣府から講義動画のご提供をいただいて、講
師の方も一部依頼をして参加をいただいてい
るところでございます。 
 内容としては 2 日間の本研修と 1 日のフォ
ローアップ研修というのが基本形式で、今年度
も従来通りの形で実施致しました。 

 
 今年の実施状況でございますけれども、本研
修については内閣府の講義動画の視聴期間を
8 月いっぱいに指定致しました。その後も視聴
そのものはできるようになっています。 
 そして、リアルタイムのオンライン講義は 9
月の 5 日と 6 日に行いました。1 日目は講義
形式、2 日目はオンラインでワークショップも
実施しました。 
 この辺りも開始以降、スタイルとしては全く
変わっていません。 
 それから、フォローアップ研修というのは、
これもオンライン講義なのですけれども、こち
らはつい先日になりますけれども、2025 年 2
月 20 日に実施致しました。 
 例年、行政関係の方からどなたかお 1 人、
大学関係から 1 人、話題提供を行っておりま
す。 
 今年度につきましては、行政関係の方は、私
もお世話になった事案なのですけれども、福井
県における避難情報発令判断マニュアル作成
支援事業についてと。 
 福井県内の全ての市町の避難情報の発令判
断マニュアル、これは福井県の場合ですと、ま
だできていない市町も複数ございまして、でき
ているところも見直しが必要な状況だったと
いうこともありまして、2 年度に渡りまして、
内容をどうするか、どう作っていくかについて
の研修、それから、避難判断に関わるワークシ
ョップ。これは先程の静岡県の行政研修でやっ
ているものよりもう少し長いバージョン、対象
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を広げたバージョンがありまして、それらを 2
回ほどやった訳なのですけれども、そういった
状況を福井県のご担当者様からご紹介をいた
だきました。 
 それと、もう 1 件ですね、同じく福井県の
方から昨年の能登半島地震、それから奥能登豪
雨についての福井県としての対応の紹介もい
ただきました。 
 後は私の方から昨年の風水害の話について
も致しました。 
 2024 年度は準備の都合がありまして、従来
は 5 月から 6 月に本研修を実施していたので
すけれども、昨年は少し伸びまして、8 月から
9 月に変更となりました。 
 今年度は都合があったためにこうなった、あ
くまでも臨時の措置でございまして、来年度に
つきましては年度始めの頃に本研修の方は実
施すると、そういうつもりで準備を進めている
ところでございます。 

 
 こちらの行政職員防災研修につきましては、
例年、本研修もフォローアップ研修も数十人規
模のご参加をいただいております。 
 今年度はわずかに少なくて、本研修の方が
28 人、フォローアップ研修は 26 人ご参加を
いただきました。 
 本研修の方は年度半ばになってきて、もう災
害対応も入ってきている時期だったというこ
ともあったのか、人数が少なくなってしまいま
した。 
 来年度、積極的にご参加いただけると有難い

なと思っているところでございます。 

 
 「今後に向けて」でございますけれども、防
災フェロー養成講座は継続的な応募がござい
ます。途切れることなくご応募をいただいてい
るところでございますので、引き続きの開講を
行っていきたいと思っております。 
 かなり大がかりな形で開講しておりますの
で、今後長きにわたって継続的に開講していく
ということを考えていきますと、大変な面も出
てきているところがございます。 
 今後も継続可能な開講体制については順次
検討を進めていきたいと考えております。 
 静岡県の行政職員防災研修の方は継続的に
まとまった数のご参加をいただいている状況
でございまして、一定のニーズを満たしている
かなと思います。 
 先程言いましたが、今年度は本研修の開講時
期が遅くなってしまいましたので、来年度は従
来通り、年度の初め、なるべく早い時期に開講
したいと考えているところでございます。 
 私からは概況報告は以上で終わりにします。
ありがとうございました。 
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今今年年度度修修了了生生かかららのの挨挨拶拶  
 

金金瀬瀬栄栄義義（（独独立立行行政政法法人人中中小小企企業業基基盤盤整整備備機機構構北北陸陸本本部部・・第第 1133 期期生生））  
  

 

 このような機会をいただきまして、ありがと
うございます。まずは自己紹介ということで、
改めて金瀬栄義と申します。 
 所属ですが、経済産業省の行政担当機関であ
る独立行政法人中小企業基盤整備機構北陸本
部ということで金沢市におります。 
 それとアシストエー合同会社、これは私自身
の会社なのですけれども、この 2 つに所属し
ておりまして、メインは通称、中小機構の北陸
本部におります。 
 現在は中小企業の経営支援ということで、
色々な課題に対して専門家派遣、セミナー、補
助金の支援、そういうことをやっております。 
 今回の講座を受講した経緯ですけれども、中
小企業の支援の 1 つで、私のテーマなのです
けれども、中小企業でもやっている事業継続力
強化計画、いわゆるジギョケイの策定支援をや
っています。 
 これを推進していく中で、リスクマネジメン
トというキーワードをより勉強したいと考え
ておりました。 
 そこで、兵庫県立大学の紅谷教授から「こう
いう養成講座がありますから受けてみたらど

うでしょうか」とご紹介を受けました。 
 そういった勉強をしたいという思いで受講
を申込し、認めていただきまして、14 期生と
いうことになりました。 

 

 修了研修の概要です。ポイントだけお話しさ
せていただきたいと思います 
 テーマは中小企業の事業継続力計画の認定
状況についての研究ということで、静岡大学の
前田先生にご指導いただきました。 

 

 この事業継続力強化計画はどういうものか
と言いますと、スライドに図がありますけれど
も、中小企業が災害対策の計画、BCP とは違
うフォーマット、フレームがありまして、それ
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を作ることによって国が認定しますよ、という
制度です。 

 

 中小企業はある統計によると日本には 30万
社ある、もしくはもっと多いという説もあるの
ですけれども、その内の約 6 万社が 2023 年
までに認定を受けたという状況になっていま
す。 
 この認定を受ける企業に対して策定内容や
運用状況を調査して、中小企業の災害対策の方
向性を検討するという目的で調査しました 

 

 調査方法は約千社に対して依頼をかけて、ウ
ェブフォームで回答してもらうという形にし
ました。 

 

 調査結果の主なところだけですけれども、ジ
ギョケイ策定の理由です。 
 複数回答で「災害の備え」が 1 番なのです
けれども、「補助金の加点」というものが 2 番
目にあります。というのは認定を受けると、お
金の面等で国の支援を受ける仕組みになって
います。 
 これがねらいのところが結構あって、この 2
つが作った理由ですよと。どちらかというと
「災害の備え」が建前で、こちらが本音かなと
思われます。 
 それと作成の支援者。中小企業ですからそれ
ほど人材が豊富ではないので、どうするかとい
うことなのですが、自社で行っているというの
は 34%で中小企業でもそれなりの力がある会
社、残りの 76％はコンサルタント、あるいは 
色々な商工会等、社外の支援を受けているとい
うことが分かりました。 

 

 こういう計画を作ることはどうなのか、有効

。
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性があるのかどうかということを聞いてみま
した。 
 当時、この制度が始まってまだ 4、5 年しか
経っていない状況なので、その後災害を受けた
事業者のサンプル数も少なく、回答はいただい
たのは千社の内 8 社しかなかったですが、参
考になるかと思います。 
 その内 5 社は有効であったと。どういうこ
とか細かいことは聞いていないのですけれど
も、災害の時に有効性があったということにな
っています。 

 

 全体の考察です。国は 2011 年の東日本大
震災後も中小企業の BCP 作成が進まなかった
ためにこの制度を導入しています。 
 この認定制度は計画をすることによって資
金的インセンティブを与える、要は補助金が出
る、銀行からお金が借りやすくなる、そういう
資金的インセンティブを与えています。 
 先程言いましたように補助金の加点が特に
大きな理由になっていると思われます。それか
ら、作成にあたって中小企業は外部支援がない
と、なかなか進まないという課題も見えてきま
した。 

 

 今後の方向性です。このジギョケイの策定理
由には国のインセンティブが大きな影響を与
えています。これをきっかけに災害対策を考え
るようになっており、中小企業の災害対策の推
進策として継続が必要だろうと。 
 現在、国は新たに予算を付けて新たなインセ
ンティブを導入しようとしています。そういう
流れが強化されつつあります。 
 とは言いつつも、インセンティブだけを目的
にやってもらっては困るのですけども、災害発
生時ジギョケイは有効だったとの評価が出て
おりますので、事例を積み重ねることによって
災害対策のノウハウを蓄積し、策定していない
事業者に対する啓蒙活動が必要かと思います。 
 それから、別物なのですけれども、ジギョケ
イは簡単な BCP、簡易版 BCP とも言われてい
ます。より企業が大きくなっていくためには本
格的な BCP への移行も必要かなと思います。 

 

 次に、受講の感想としてですが、まず改めて
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感謝をお伝えしたいと思います。 
 当講座修了要件に論文を作成、発表が必要と
ありました。私は大学を卒業して 30 年以上経
っているのですけれども、文章を書いたことは
ありますが、論文を書くということには戸惑い
がありました。 
 今回、私の仕事の一環であるジギョケイを対
象にしました。当初、私はこれが研究対象にな
ると思っていなかったのですけれども、これが
テーマにできることは驚きであるとともに、嬉
しく思いました。 
 これへ導いていただいた前田先生に感謝し
ています。論文のための論文ではなくて、結果
が仕事に活きることになって感謝しています。 
 今回の研修でアンケートを収集し、分析し、
まとめる流れを初めて実践できました。大変有
意義でした。これがいわゆる社会科学の論文を
書く 1 つの流れなのだと理解しました。 
 私は工学部出身なので､仮説があって、実験
をして、データを分析して、検証する、そうい
うような考え方が論文だったので、社会科学の
やり方をこの歳になって勉強できて有難かっ
たと思っています。 
 今回できた成果物、中小企業の事業継続力計
画の認定状況について研究ということでやっ
た訳ですが、得られたデータはセミナーの研修
テキストにも使っていますし、雑誌の投稿にも
追加しました。 
 私は中小企業診断士の資格を持っているの
ですけれども、中小企業診断士としてどうなの
かという考えにもこのデータを使って投稿し
たりしています。 
 経済産業省にもこのデータをやりとりしな
がらどうすべきか、ということの検討に情報提
供させていただいています。 

 

 今後ですけれども、さらなる探求を進めたい、 
学んだことを活かして新たな調査、研究をやっ
てみたいと考えています。前田先生にもご協力
いただきたいなと思っています。 
 最後の講義で牛山先生から BCP についても
調べたのかと指摘がありました。BCP に関し
ては対象にしていなかったのですけれども、次
のステップとして、BCP にも範囲を広げてい
きたいと考えています。 
 これまで BCP についてもデータで分析する
ことが少なかったと感じているのですけれど
も、社会科学の手法を用いて、また、調べなが
らいきたいと思います。 

 

 最後になりますが、ふじのくに防災フェロー
養成講座におきまして、先生方、事務室の方、
関係者の皆様に色々とフォローしていただき
ました。本当に感謝してお礼申し上げたいと思
います。 
 少し脱線しますが、私の住んでいる富山の民
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謡に「越中おわら」というものがあります。 
 これは最近のニューヨークタイムズでも取
り上げられたのですけれども、日本三霊山が謡
われています。 
 歌が下手なので読み上げますけれども、越中
で立山、加賀では白山、駿河の国では富士山、
三国一だよ、とそういう歌があります。 
 私は現在、立山（富山県）と白山（石川県）
に関係した地域にいますが、この度、富士山（静
岡県）にも縁ができました。このような縁がで
きたことを感謝し、引き続き、ご指導いただけ
れば幸いと思っております。 
 どうもありがとうございました。私からは以
上です。 
 
＜＜質質疑疑応応答答＞＞  
聴聴衆衆かからら 防災フェロー養成講座修了おめで
とうございます。今回、受講されて興味が非常
にあった科目や印象に残った科目等があれば、
今後の参考のために教えていただければと思
います。 
 
金金    瀬瀬 紅谷先生の紹介でこの講座に応募
したのですが、先生の講義を聴いたことがなか
ったので受講できて印象に残りました。科目の
中には純粋に学問的なところもあれば、ビジネ
スに近いところもあったので、私はビジネスに
近い立場なので、企業の経営との連携、災害に
対する影響、そういうような講義がありました。
特にそれは目的でしたし、大変有意義であった
と思っております。 
 
聴聴衆衆かからら 分かりました。修了研修に関して
も 1 つ質問をしてもよろしいでしょうか。サ
プライチェーンの関係の分析も今回の研究の
中でされたのでしょうか。 
 
金金    瀬瀬 サプライチェーンの詳細調査まで
行っていません。今回は、計画策定の目的や効

果を中心に調べました。更なる調査を今後検討
していきたいと考えています。 
 
聴聴衆衆かからら 分かりました。ありがとうござい
ました。 
 
牛牛    山山 では、私の方から 1 つ。この講座
を受講されて、金瀬さんのお仕事の中で何らか
の形で役に立った、そういうことがあれば教え
て欲しいのですけれども。 
 
金金    瀬瀬 講義も大変有効だったのですけれ
ども、修了研修、研究の成果が大変役にたって
います。国の施策は色々出されているのですが、
データに基づくところがすごく弱いです。です
から今回の結果を用いて、企業がどのような状
況なのか経済産業省にお伝えしました。経済産
業省はジギョケイをより展開していきたいと
言っておられるので、インセンティブどうする
のかとか、補助金の在り方を見直しましょうと
か、あるいは、もっと研修をしましょうという
ことに、つながっていくと思います。また、こ
のデータを用いて、中小企業診断士向けの研修
テキストに使ったりしています。 
 
牛牛    山山 色々な形で大変お役に立てたよう
で良かったです。これからもぜひここで学んだ
ことを活かしてご活躍いただければと思いま
す。今後ともよろしく大願致します。 お願い致します。
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修修了了生生のの近近況況報報告告  

「「22002244 年年のの主主なな活活動動」」  
 

  鈴鈴木木和和生生((鈴鈴与与商商事事株株式式会会社社  安安全全品品質質統統括括部部・・第第 1122 期期修修了了生生))  
  

 

 それでは、ふじのくに防災フェロー養成講座
修了生の近況報告ということで、12 期の修了
生の鈴木より発表させていただきます。牛山先
生から 3 週間位前に連絡が来まして、色々考
えた末、発表するという運びになりました。 
 まずは今年度終了されました金瀬様、称号授
与おめでとうございます。私も前田先生のゼミ
だったということで、同じ門下生として喜ばし
く感じております。 

 

 簡単に自己紹介をさせていただきます。スラ
イドに書いてあります通りですが、大学を出て

から鈴与商事に平成 3 年に入社しました。会
社では 2011 年より危機管理の業務を専門的
に担当し、現在 14 年目の状況です。 
 主に企業防災一筋でやっており、2015 年に
ふじのくに防災士を取得、2022 年にふじのく
に防災フェロー養成講座を修了しました。両方
とも社命によって取得させていただきました。 
 主な業務は防災訓練の企画や実施、BCP の
策定や BCM、マネジメントをやっています。 
 自己紹介スライドの右下の写真は、ふじのく
に防災フェローの課題である論文発表で日本
リスク学会（＠京都大学）に発表した時のもの
です。 

 

 それでは、大きく 3 つのテーマで進めて参
ります。まずは『企業防災の現実』で、社員の
防災意識レベルについて Forms アンケートを
使って調査しました。 
 2 つ目は、『能登半島地震の視察』で昨年の
5 月に現地を視察してきました。 
 ３つ目は、『南海トラフ臨時情報で企業が実
施したこと』で、当社が具体的に何を実施した
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かをお話します。 

 

 まずは『企業防災の現実』ということで、社
員の防災意識レベルについてですが、『ねらい』
や『目的』はスライドの通りです。 
 アンケート対象は当社従業員で、役員から新
入社員まで 505 名が対象です。アンケートは
Forms を使いました。 
 アンケートの調査項目は『基礎情報』『防災
訓練に関する意識』『安否確認訓練に関する意
識』『我が家の防災対策に関する意識』の４項
目としました。 

 

 まず、基礎情報です。当社社員 505 名の内、
男性が 392 名というバランスです。 
 調査をした年代は、20 代、30 代、40 代、
50 代が主なところで、60 歳が定年退職なの
で、60 代は役員が結構多いという形です。30
代、40 代、50 代が多い会社です。 

 

 続いて、防災訓練に関する意識のアンケート
の結果です。 
 ポイントは、ほぼ全ての社員が防災訓練に参
加したことはあるという結果で、防災訓練の必
要性は高いということが示されています。一方
で 1 度も参加したことがない社員に対しては
今後どのように参加させていくかが課題と考
えます。 

 

 次に安否確認訓練に関する意識です。これも
円グラフが表す通り、400 名位の社員が必要
性を感じています。 
 先の論文の主旨の部分でありましたが、安否
確認訓練は引き続き実施していくことが重要
だと再認識しました。 
 ちなみに当社では毎月ランダムで安否確認
訓練を行っています。 
 ここで、「あなたの考える安否確認訓練の頻
度はどれ位ですか」という質問をしました。現
在は毎月訓練を実施していますが、5 分の 1
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程度しか理解を得られていないのは少々寂し
い感じでした。 
 アンケート結果から判明したことの中で、1
番ショッキングだったのは「不必要」。これが
22 人もいたのが現実を突きつけられた思いで
す。 

 

 最後に、我が家の防災対策に関する意識です。  
 当社社員の中には 20 代の独身が多く、連絡
方法を決めてあるのが 5 分の 2 である結果が
現実でした。避難場所を決めてあるかどうかも
同じような感じでした。 
 聴講者の中に行政関係の方が多いと思いま
すが、大変残念な結果が判明しました。それは
自治会の防災訓練に参加していますかという
質問に対し「そのような訓練について聞いたこ
とがない」という社員が多い、ショッキングな
結果が出てしまいました。 
 これが現実で、今後これをどのように考えて
いくか、課題の 1 つにしなくてはいけないと
考えます。 

 

 続いて、備蓄品に関しては、以前は 3 日間
と言われておりましたけれども、7 日以上必要
ということで両方選択肢を設けました。 
 これは 3 分の 2 の社員の家庭で備蓄がある、
3 分の 1 の社員の家庭が備蓄品を持っていな
いという現状把握ができました。 
 一方、ハザードマップを見たことがあるとい
う人は備蓄品の回答数より多く、ハザードマッ
プの方が認識されています。 
 これが企業防災の現実ということで、社員の
防災意識について去年 2024 年に調査したも
のです。 

 

 続いて、能登半島地震の視察です。2024 年
の 1 月 1 日に地震が発生し、会社では防災担
当が専門業務なので 1 月 1 日から 3 日間、自
宅で社員の安否確認や情報取集等の仕事をし
ていました。 
 5 月 13 日、14 日の 2 日間、鈴与グループ
の危機管理を担当する視察メンバー7 名で能
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登半島へ 1 泊 2 日で現地視察してきました。 

 

 おさらいですが、能登半島地震についてです。
発生日が 2024 年 1 月 1 日、大きく揺れた範
囲はスライドの図の通りで、マグニチュード
7.6 の地震です。 

 

 視察のスケジュールは 5 月 13 日に加賀屋と
いう有名な高級ホテルのあるホテル群がある
和倉温泉を視察、続いて穴水町、珠洲市、能登
町へ移動しました。 
 2 日目は朝市の火災がよく報道された輪島
市、それから町野町、ここはスーパーもとやと
いうスーパーがありますが、このスーパーは地
震の時にも報道されましたが、9 月の豪雨の時
にも被災し店主に直接お話を聞きました。  
 門前町は隆起した漁港があるところです。 
 一番印象に残ったのは内灘町で液状化が起
きた町です。金沢の駅から 10km 位しか離れ
ていません。静岡市民の感覚では、静岡駅から
清水駅ほどしか離れていないのに、液状化によ

りとんでもない被害があった町です。これが 2
日間のスケジュールでございます。 

 

 まずは和倉温泉です。ホテルが真二つになっ
ており、当然泊まりに観光客はいません。 
 宿泊客がいないということは営業もできな
い状況なので従業員もいません。人気の無い街、
ホテル群になっていました。 
 視察時は発災から 5 ヶ月経っていたにも関
わらず全く手が付けられておらず、これから先
の復旧、復興が気になりました。 

 

 続いて穴水町では牡蠣の養殖をやっている
方とお話ししまた。 
 車からも確認できましたが、『赤紙』『黄色紙』
『青色』が玄関先に張ってあり、赤紙が多かっ
た印象があります。 
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 続いて珠洲市です。珠洲市は約５m の津波
も発生し建物や車が押し流されました。 
 ここも先程の加賀屋、和倉温泉と同じように
街には人気が無い閑散とした状況でした。 

 

 続いて、能登町に行きました。ここで消防団
の方から貴重なお話を拝聴させていただきま
した。 
 印象に残ったのは､水が枯渇し電気が使えず
にものすごく困ってしまったとのこと。救助活
動もそうなのですが、生活そのものが大打撃だ
ったということを伺いました。 

 

 左上の写真は RC の建物が基礎から折れて
しまった建物の現場です。 
 左下は輪島の朝市の現場です。火災で焼けて
しまった場所で、当社では LP ガスを扱ってい
ますが、この焼け跡には LP ガスの焼け焦げた
ボンベがそのままの状態で放置されておりま
した。 

 

 同じく輪島市内の写真です。左上の場所は
元々フラットな、平らな場所でしたが、段差が
できてしまい船が着岸しても何も出来ない状
況でした。 
 左下の写真は、山体崩壊が発生し土砂が山頂
から麓までやってきました。右下の写真のよう
に、家屋も土砂で押しつぶされていました。 
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 輪島市の仮設住宅です。仮設住宅があります
が、人気がある印象はありませんでした。 
 これだけのものを作っても人が住んでいな
いのかとショッキングでした。 

 

 左上の写真がスーパーもとやという被災し
たスーパーです。 
 地震が発生した 1 月 1 日に被災されたにも
かかわらず、町民の声によりすぐに営業を再開
しました。 
 下の写真は実際にどうしたら人が助けられ
るのかと救出訓練もここで体験しました。 
 スーパーもとやの店主の話しで印象深かっ
たのは、発災後の 2、3 日後から地元の人では
ない物盗りが多く入ってきたというのが実態
としてあるということでした。 
 補修されていない道路をすれ違う車にパト
カーが多かったのが印象に残っています。しか
も県外ナンバーのパトカーで、他県から応援で
入っていました。 

 

 ここはスーパーもとやの店主のご自宅で、地
震発生後、片付けしないそのままの状態だそう
です。震度 6 強だとこのような状況になるこ
とが分かります。 
 まさか地震なんて来るはずがないと、耐震補
強や家具固定は何もやっておらず、やっている
かいないかで大きな違いが出てくると感じら
れました。 

 

 門前町の漁港です。左上の写真は奥の方に山
があります。元はそこまで海でしたが地震によ
る地盤沈下により陸地化してしまい、元の姿に
戻るまで何千年もかかるのではないかという
状況のようです。 
 ここの漁業関係者は職を無くしてしまい、今
は違う港に移っているようでした。 
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 最後に行ったのが内灘町です。液状化が起き
た町です。 
 約 2km の範囲にわたって液状化があり、道
路を走っているだけで車の揺れで気持ち悪く
なる、酔ってしまうような感じのところでした。 
 ほとんどの電信柱が傾き、家屋は建っていま
すがとても住めるような状況ではありません
でした。 

 

 町全体が液状化しており、砂が地面から吹い
てしまっているというように見受けられまし
た 。

 

 内灘町は震度 5 弱でしたが、震度 5 弱でも
液状化が発生し多大な被害になることがわか
り改めてハザードマップの確認の必要性を感
じました。  
 視察後、当社社員を対象にした防災セミナー
でもハザードマップの再確認をしました。 
 ここで、能登半島地震の視察については以上
となります。 
 全体の感想は、まともに走行できる道路があ
まりなく、年末まで家族団らんで楽しく過ごし
ていた住居が押しつぶされたままになってお
り、そこに住んでいるはずの住民のほとんどが
疎開、避難してしまい、街全体が人気が無く、
活気すら感じることができない状況でした。 
 今後いつ起こるか分からないと言われてい
る南海トラフ地震の時には、自分達の街がこの
ような状況になってしまうのかというような
思いと自分自身が生き残っていられるのかと
いうようなことを考えさせられた視察でした。 
 

。
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 続いて、南海トラフ臨時情報で当社が実施し
たことです。 

 

 南海トラフ臨時情報のトリガーはこちらの
スライドの通りです。エリア内でマグニチュー
ド 6.8 以上の地震が発生した場合に臨時情報
が発表されます。 

 

 実際に臨時情報が出たのが去年の 8 月の 8
日でした。震源地は南海トラフの震源域とされ
ている日向灘沖の深さ 31km、マグニチュード

7.1 で、マグニチュード 6.8 以上ということで
臨時情報の発表となりました。 

 

 ここからは当社が臨時情報発表に伴い実施
した事項です。16 時 42 分に地震が発生し、
16 時 46 分に安否確認メールを自動で発信し
ました。 
 自動というのは、鈴与グループ方針で安否確
認メールは日本のどこかで震度 6 弱以上の地
震が発生すると間髪入れずに自動で発信され
るシステムになっています。 
 地震発生から約３時間後に手動で安否メー
ルを発信しました。メールの内容はスライドに
書いてある通りで、気象庁が「巨大地震に注意」
の臨時情報を出しましたという内容です。 

 

 翌日 9 時半過ぎに当社役員および部店長あ
てに社内のメールを通じて指示を出し、内容は
次の２点です。 
１．普段通りの業務を遂行してください 
２．社有車のガソリンを満タンにしてください
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です。 
 車というのは電力喪失時にすごく役に立つ
と考えたので、ガソリンを満タンにしてくださ
いと指示を出しました。 
 後は普通のことを書いて出しております。 

 

 その後すぐに安否確認システムから手動で
システム登録者全員を対象にメールを出しま
した。 
 普段通りの業務を行ってください、国や自治
体から発表される情報に従ってください、自分
勝手な判断しないというようなものです。 
 家族と避難場所や連絡方法を確認しておい
てくださいということをこの時にやりました。 
 同時にメッセージとして『正しい情報を判別
し、正しく怖れる －やみくもに恐れるのは危
険 －』を追記しました。 
 まとめになりますが、初めて臨時情報が発出
されましたが、発表されたからと言っても企業
側で特別に何かやったということはありませ
んでした。 
 強いて言えば、JR 等が間引き運転等の措置
をしたので出張等を控えた程度です。 
 去年の後半にも臨時情報を出す、出さないと
いったことがありましたが、この臨時情報に関
しては、これから出すとしたら難しい判断をせ
まられるのだろうなと感じました。 

 

 以上で 2024 年の主な活動の発表を終了さ
せていただきます。ご静聴いただきましてあり
がとうございました。 
 
＜＜質質疑疑応応答答＞＞  
聴聴衆衆かからら ご発表ありがとうございました。
アンケートをされたところで、鈴与商事さんの
アンケート、これはどこのエリアの会社という
ことはご説明がなかったのですが、清水ですか。 
 
鈴鈴    木木 当社の営業エリアは東京から名古
屋まで、北が松本で、そのエリアにいる社員は
505 名です。なので、静岡に限定されており
ません。 
 
聴聴衆衆かからら 静岡に長野ということで、相当広
いエリアにまたがっていて防災への意識に差
があると思うので、地域別に分けていただいた
方がより理解しやすかったかなと思います。清
水の方には、どの位の割合いらっしゃるのです
か。 
 
鈴鈴    木木 清水と静岡で 5 割位ですね。 
 
聴聴衆衆かからら 分かりました。ありがとうござい
ました。内灘町の話が出ていましたけれども、
今、私は清水の沿岸地域、あの辺りの液状化マ
ップの精度を上げるためのボーリング掘削を
やる準備がしていますので、もしご関心があり
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ましたらお声がけ、ご協力できることがありま
したら、よろしくお願い致します。 
 
鈴鈴    木木 鈴与の本社は清水のドリームプラ
ザのある、完全に津波が来るという場所にあり
危機管理担当も心配しております。特に三保辺
りが特に危ないと感じておりますので、ぜひお
力添えをお願い致します。 
 
牛牛    山山 最後に南海トラフ臨時情報の対応
のお話をいただいて、興味を持ちました。企業
だけじゃないのですけれども、あの時にとられ
た行動の中で予定の変更がありました。個人で
あれば旅行を取りやめたとか、帰省を取りやめ
たとか、そういうような行動の変化が一定数み
られたという調査結果もあります。出張の見み
合わせをしたというお話がありましたが、具体
的にどれ位の規模で出張の見合わせがあった
のでしょうか。 
 
鈴鈴    木木 南海トラフ臨時情報は 1 週間位だ
と言われていたので、その期間は一律に全てキ
ャンセルをさせました。ちょうどお盆の時期で
したので、社員の休日の行動は強制できないも
のの、旅行や帰省等の注意喚起をやりました。 
 
牛牛    山山 一律に出張見合わせというと結構
な規模ですよね。全社ですよね。社員 500 人
位の 1 週間分の出張となると、そこそこの数
が合ったと思うのですが。 
 
鈴鈴    木木 企業間ではありますから、お互い
様というところもありました。特に当社は静岡
に位置し、東京の会社の方はある程度理解はし
てくれる。向こうから来る、こっちから行く、
お互いに気をつけるというところで、自粛した、
暗黙の了解的な部分だと思いますが、当社では
臨時情報が出ているからという理由で出張の
アポイントをキャンセルしました。また可能で

あればウェブに切り替えて欲しいという形で
対応しました。 
 
牛牛    山山 最後にさらっと述べられましたが、
それは結構まとまった対応の 1 つかなと思い
ました。 
 
鈴鈴    木木 企業は従業員の安全確保の義務が
あり違反はありえません。従業員の安全を第一
に考えて行動を指示しなくてはいけないと考
えます。 
 
牛牛    山山 大学にいると感覚が少しずれてし
まいますが、研究者の出張は「自分が勝手に行
く」感覚ですが、会社の出張は「行かされる」
ものですから、それで万一のことがあったらと
いうのは恐れる訳ですね。 
 
鈴鈴    木木 そうですね。本人もそうですが、
家族のことだとかバックグラウンドを考えて
おります。 
 
牛牛    山山 最後にちょっと触れられていまし
たが、この情報はそれなりの頻度で今後も出る
可能性がありますよね。それなりの頻度で同じ
ような対応が取れるのかどうか、どう思われま
すか。 
 
鈴鈴    木木 当社が実施している安否確認と同
じで、そういった訓練の 1 つととらえるか。
ただ、この臨時情報は訓練では無いので、あま
り多く出されても、オオカミ少年みたいな感じ
にとらえられなくもないですし、出す側の判断
がすごく難しいのかなと思います。出してもら
った方が企業としては行動が取りやすいとい
うのはあります。今回経験できたことは非常に
大きな実績になっていると思います。 
 
聴聴衆衆かからら お疲れ様でした。ご無沙汰してい



-25- 

ます。1 点だけ、これまで一度も訓練に参加し
たことがない人が30名程いらっしゃったので
すが、どういう方々なのでしょうかね。 
 
鈴鈴    木木 どちらかというと仕事人間、そう
いったものより営業成績の方を考えるとか、帰
属意識がない、自分のやるべきことをやるとい
う思考の社員です。協調性がないとも言えます。 
 
聴聴衆衆かからら 振り返って、大学の中の同僚を思
い返すと、コメントがし辛いところもあるので
すけれども、分かるような気がします。ありが
とうございました。 
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全全体体のの講講評評  

静静岡岡大大学学防防災災総総合合セセンンタターーセセンンタターー長長  教教授授  北北村村晃晃寿寿  

 金瀬様、この度、防災フェロー養成講座を修
了しましたことを心よりお祝い申し上げます。
また、ご指導に当たられた前田先生にも深く感
謝申し上げます。 
 現在、国際情勢は依然として不安定で、アメ
リカのトランプ大統領になりましたけれども、
ウクライナとロシアの紛争が続いており、イス
ラエルとパレスチナの戦闘も続いていて、隣国
と日本の問題もありまして、その他諸々、非常
に複雑化している状態です。 
 国内に目を向けると、通常とは異なった観点
ではあるのですけれども、ご存知の方もいらっ
しゃると思いますが、日本の沖合、静岡の沖合
でもあるのですけれども、2017 年 8 月に黒潮
の大蛇行が始まりまして、これが現在も続いて
いて、実に 7 年 8 ヶ月目に突入しております。 
 前に見られたのは 1975 年から 1980 年に
かけて 4 年 8 ヶ月でしたので、これを既に 3
年を超えて、観測史上最長となっています。 
 色々な気候シミュレーションによると、黒潮
の大蛇行というのは東海沖の海水温を上昇さ
せて、夏期の降水量を増加させるという指摘も
ございます。 
 それから、三陸沖合の水温が 5 度近く上昇
していて、魚の種類が変わるといったことも引
き起こしています。 
 黒潮の大蛇行がいつまで継続するかという
のは依然として不明なのですけれども、全球の
気温が上がっておりますから、偏西風の位置が
北上しているということが要因だとすると、黒
潮大蛇行というのが日常的になる、つまり通常
モードになるという可能性もあります。 
 そうすると、静岡県内は引き続き豪雨災害へ
の警戒が必要ということになります。黒潮大蛇
行が加わって豪雨災害が頻発するということ

は地震が起きた時に複合する可能性も上がっ
てきます。 
 そうした状況下において防災フェローの皆
様の役割がますます重要になります。引き続き
本センターでは防災フェローの養成を進めて
参りますので、静岡県の関係者の皆様におきま
しては今後も変わらぬご支援とご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。 
 以上をもちまして、私からの挨拶とさせてい
ただきます。 
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参参考考資資料料  
令令和和 66 年年度度（（第第 1144 期期））受受講講生生募募集集要要項項  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※次ページからの資料は令和 6 年度の募集要項
をそのまま掲載しており、すでに募集は終了し
ています。 
募集に関する最新の情報は、静岡大学防災総合
センターの HP 等でご確認下さい。 
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